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外部評価報告書第 5報発刊にあたって 

 

長野工業高等専門学校長 石原祐志 

 

世界では、経済のみならず、社会・政治・安全保障等への観点が 20 世紀とは異な

る時代が開けている。また、人間の生活のみならず人間の在り方そのものにも大き

な影響を与える新たな科学技術の進展に伴い、科学技術と社会との関係を再考する

ことが求められている。このような様々な変化は、相互に関連し合い、加速しなが

ら進展している。知識や価値の創造プロセスは大きく変貌し、それにより、経済・

社会の構造が日々大きく変化している。2016 年度から開始された「第 5 期科学技術

基本計画」においても、人類がこれまで歩んできた「狩猟」「農耕」「工業」「情報」

に次ぐ第 5 の新たな超スマート社会「Ｓｏｃｉｅｔｙ（ソサエティー）5.0」を、イ

ノベーションによって生み出すというキャッチフレーズを掲げ、変革の時期である

ことを示している。 

我が国の教育界では、十分な知識・技能を持ち、それを活用できる思考力・判断

力・表現力を臨機応変に発揮でき、主体性を持って多様な人々と協力して学び、働

く力が身につく教育の機会を全ての子供たちがもてることを目標に、現在、社会改

革としての「教育の転換」が進行している。具体的には、一連の「高大接続システ

ム改革」が 2019 年若しくは 2020 年に開始され、2018 年からは「第 3 期教育振興基

本計画」が開始されることとなっている。また、2016 年 3 月には、大学・高等専門

学校は、教育上の目的を踏まえて、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び

実施に関する方針及び入学者の受入れに関する方針を策定し、公表することが求め

られている。 

このような状況の中、文部科学省の調査研究協力者会議が 2016 年 5 月に「高等専

門学校の充実について」を発表した。この中では、1) 地域・産業界に貢献する人材

育成はもとより、IoT、ロボティクス、情報セキュリティ、医療・農業などの他分野

と連携等の社会に求められる新たな分野新たな分野における人材育成やビジネスデ

ザインなどの工業以外の分野の人材育成への積極的な対応、2) 高等専門学校教育の

ブランディング戦略の必要性、3)地域・産業界との連携や国際化への対応の必要性 

等が提言されている。 

 また、「第 5 期科学技術基本計画」、「長野県科学技術振興指針」(2016 年 3 月)、

「長野県航空機産業振興ビジョン」(2016 年 5 月)等においては、人材不足が顕著な

情報通信分野や、システム開発分野などの高度な科学技術人材を高等専門学校等の

高等教育機関において産学が協働して育成・確保することが求められている。 

本校は、これらのような様々な提言、報告、計画や第三者評価を踏まえて、主体

的に教育活動、研究活動を高度化し、長野県産業界をはじめとする地域社会や大

学・大学院に優れた人材を提供してきた。また、入試を始め本校の改革も着実に実

施してきた。特に、本校の第三者評価の一つである外部評価委員会は、地域社会と

の協力・連携関係のもとで、地域企業や社会のニーズを反映した学校運営を図るた

めに 2002 年度に設置したものである。2003 年度に「外部評価報告書第 1 報」を公表
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し、その後、2004 年度に全国の国立高専が高専機構の下に独立行政法人への移行に

合わせて、学外有識者の方々による参与会として再編し、本校の教育・研究・地域

連携等の状況を検証・評価していただくこととした。第 1 回から第 3 回参与会に実

施した内容を 2006 年度に「外部評価報告書第 2 報」、第 4 回から第 7 回参与会に実

施した内容を 2010 年度に「外部評価報告書第 3 報」、第 8 回から第 10 回参与会に実

施した内容を 2013 年度に「外部評価報告書第 3 報」としてとりまとめた。 

この報告書は、それらに引き続き、第 11 回及び第 12 回参与会に実施した長野高

専の中期ビジョン、長野高専における教育改善に関する取組みなどについての評価

やご助言の内容を「外部評価報告書第 5 報」としてまとめたものである。お忙しい

中、ご協力いただいた参与の皆様には心から感謝申し上げます。これまでの参与の

方々から頂戴したご意見、ご助言を踏まえ、本校の教育・研究・地域連携活動・国

際交流の一層の改善充実に努め、長野県はもとより世界の将来を担う自立した気

力・体力、チャレンジ精神に富んだ人材の育成をさらに進めていく所存です。
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1．外部評価実施概要 

 

1．1 参与会の設置 

長野工業高等専門学校（以下「本校」という。）では、1995 年に「有識者との懇話

会」を設置し、長野県内有識者との意見交換会を開催して、本校の運営に反映して

きた。その後、外部評価活動を活性化することを目的として、2002 年には「外部評

価委員会要項」を定め、同年に第 1 回外部評価委員会を実施した。さらに、独立行

政法人化を控えた 2004 年には、上述の「有識者との懇話会」及び「外部評価委員

会」を整理統合し、新たに「参与会」を設置し、現在に至っている。なお、2003 年

3 月に「外部評価報告書 第 1 報」、2006 年 10 月に「外部評価報告書 第 2 報」、2010

年 6 月に「外部評価報告書 第 3 報」、2013 年 6 月に「外部評価報告書 第 4 報」を刊

行した。以下に、長野工業高等専門学校参与会設置要項を示す。 

 

 

長野工業高等専門学校参与会設置要項 

 

（設 置） 

第1条 長野工業高等専門学校（以下「本校」という。）に学外の有識者から広く意見を求め

るため参与会を置く。 

（目 的） 

第2条 参与会は、本校の教育研究活動等の状況について検証及び評価を行ない、本校の自己

点検・評価に関する活動を支援するとともに、本校が将来にわたって目指すべき改革・改善

の方向性を提言することを目的とする。 

（任 務） 

第3条 参与会は、次の各号に掲げる事項について、校長の諮問に応じて検証及び評価ならび

に提言を行う。 

(1) 教育活動に関すること。 

(2) 研究活動に関すること。 

(3) 産学連携・地域貢献に関すること。 

(4) 管理運営に関すること。 

(5) 施設設備に関すること。 

(6) 入学者募集・卒業後の進路指導に関すること。 

(7) その他校長から諮問のあった事項 

（組 織） 

第4条 参与会は、本校の職員以外の者で次の各号に掲げる若干名をもって組織し、参与は、

校長が委嘱する。 

(1) 地方公共団体の関係者 

(2) 産業・経済界の関係者 

(3) 教育研究機関の関係者 
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(4) 本校を卒業した者 

(5) 本校後援会の関係者 

(6) その他高等専門学校に関してすぐれた識見を有する者 

（任 期） 

第5条 参与の任期は2年とし、再任を妨げない。 

（会長等） 

第6条 参与会に会長及び副会長を置き、校長が指名する。 

2 会長に支障あるときは、副会長がその職務を代行する。 

（運 営） 

第7条 参与会は、校長が招集し、会長がその議長となる。 

2 参与会は、原則として毎年1回以上開催する。 

（意見の聴取） 

第8条 会長が必要と認めたときは、参与以外の者に前条の会議への出席を求め、意見を聴く

ことができる。 

（事 務） 

第9条 参与会の事務は、総務課において処理する。 

（補 則） 

第10条 この要項に定めるもののほか、参与会の運営に関し必要な事項は、校長が別に定め

る。 

 

附 則 

1 この要項は、平成16年6月30日から施行する。 

2 長野工業高等専門学校と有識者との懇話会設置要項（平成7年12月1日制定）は廃止する。 

附 則 

この要項は、平成16年11月1日から施行する。 

附 則 

この要項は、平成 19 年 4月 1 日から施行する。 
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1．2 参与の委嘱 

2008 年 10 月以降に委嘱した参与は以下のとおり。 
 

≪2008 年 10 月 1 日～2010 年 9 月 30 日≫        （敬称略） 

設置要項 

第 4 条 
氏名 現職 備考 

（1） 小 泉 敬 治 長野市教育委員会委員長  

（1） 

小 泉 博 司 

長野県商工部ものづくり振興課長  

長野県商工労働部ものづくり振興課長 2009.4.1～ 

小 林   宰 長野県商工労働部ものづくり振興課長 2010.4.1～ 

（2） 市 川 浩一郎 
長野高専技術振興会長 

不二越機械工業株式会社代表取締役社長 
 

（2） 小根山 克 雄 

信越放送株式会社代表取締役専務  

信越放送株式会社代表取締役副社長 2010.6.1～ 

（2） 佐 藤   穣 社団法人長野県経営者協会常務理事  

（3） 

山 沢 清 人 信州大学工学部長 会長 

岡 本 正 行 信州大学工学部長 会長 2009.4.1～ 

（4） 村 岡 正 一 長野工業高等専門学校同窓会長 副会長 

（5） 塚 田 牧 子 長野工業高等専門学校後援会会員  

（6） 堀 井 正 子 文学研究家  
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≪2010 年 10 月 1 日～2012 年 9 月 30 日≫        （敬称略） 

設置要項 

第 4 条 
氏名 現職 備考 

（1） 

小 泉 敬 治 長野市教育委員会委員長  

近 藤   守 長野市教育委員会委員長 2010.12.24～ 

（1） 小 林   宰 長野県商工労働部ものづくり振興課長  

（2） 

市 川 浩一郎 
長野高専技術振興会長 

不二越機械工業株式会社代表取締役社長 
 

池 田   明 
長野高専技術振興会長 

㈱ミマキエンジニアリング代表取締役会長 
2011.4.1～ 

（2） 小根山 克 雄 

信越放送株式会社代表取締役副社長  

信越放送株式会社代表取締役社長 2011.6.27～ 

（2） 関   安 雄 

社団法人長野県経営者協会専務理事  

社団法人長野県経営者協会参与 2011.4.27～ 

（3） 

岡 本 正 行 信州大学工学部長 会長 

大 石 修 治 信州大学工学部長 会長 2012.4.1～ 

（4） 

轟   修 平 長野工業高等専門学校同窓会長 副会長 

中 村 天 昭 長野工業高等専門学校同窓会長 
副会長 2011.6.4

～ 

（5） 塚 田 牧 子 長野工業高等専門学校後援会会員  

（6） 堀 井 正 子 文学研究家  
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≪2012 年 10 月 1 日～2014 年 9 月 30 日≫        （敬称略） 

設置要項 

第 4 条 
氏名 現職 備考 

 

 

（1） 近 藤   守 長野市教育委員会委員長  
 

 

（1） 

小 林   宰 
長野県商工労働部ものづくり振興課参事兼

課長 

 

 

 

 

 
上 原   卓 

長野県商工労働部ものづくり振興課参事兼

課長 
2013.4.1～ 

（2） 池 田   明 
長野高専技術振興会長 

㈱ミマキエンジニアリング代表取締役会長 
2011.4.1～ 

（2） 小根山 克 雄 

信越放送株式会社代表取締役社長  
 

 

 

 
信越放送株式会社代表取締役会長 2015.6.24～ 

（2） 水 本 正 俊 一般社団法人長野県経営者協会専務理事  

（3） 大 石 修 治 信州大学工学部長 会長 

（4） 中 村 天 昭 長野工業高等専門学校同窓会長 副会長 
 

 

（5） 塚 田 牧 子 長野工業高等専門学校後援会会員  
 

 

（6） 堀 井 正 子 文学研究家  
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≪2015 年 10 月 1 日～2017 年 9 月 30 日≫        （敬称略） 

設置要項 

第 4 条 
氏名 現職 備考 

 

 

（1） 近 藤   守 長野市教育委員会教育長  
 

 

 

 
（1） 

上 原   卓 
長野県産業労働部ものづくり振興課参事兼

課長 

 

 

沖 村 正 博 長野県産業労働部ものづくり振興課長 2016.4.1～ 

（2） 池 田   明 
長野高専技術振興会長 

㈱ミマキエンジニアリング代表取締役会長 
 

（2） 小根山 克 雄 信越放送株式会社代表取締役会長  
 

 

（2） 水 本 正 俊 一般社団法人長野県経営者協会専務理事  
 

 

（3） 半 田 志 郎 信州大学工学部長 会長 
 

 

（4） 中 村 天 昭 長野工業高等専門学校同窓会長 副会長 
 

 

（5） 山 岸 晴 美 長野工業高等専門学校後援会会員  
 

 

（6） 堀 井 正 子 文学研究家  
 

 

 

 

 

＜参考＞ 

 

長野工業高等専門学校参与会設置要項（抄） 

 

（組織） 

第 4 条 参与会は、本校の職員以外の者で次の各号に掲げる者若干名をもって組織し、参与は、

校長が委嘱する。 

（1）地方公共団体の関係者 

（2）産業・経済界の関係者 

（3）教育研究機関の関係者 

（4）本校を卒業した者 

（5）本校後援会の関係者 

（6）その他高等専門学校に関してすぐれた識見を有する者 
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1．3 参与会実施概要 

第 1 回（2004 年度）から第 12 回（2015 年度）までの主な検討事項は以下のとお

り。 

 開催日 主な検討事項 備考 

第１回 2004 年 12 月 98 日(水) 学校運営全般について 
※1 

 

第２回 2005 年 95 月 26 日(木) 教育の現状と課題について 
※1 

 

第３回 2006 年 91 月 25 日(木) 長野高専専攻科の教育について 
※1 

 

第４回 2007 年 91 月 29 日(月) 
長野高専各学科の現状と今後の課題に

ついて 

※2 

 

第５回 2008 年 92 月 12 日(火) 
長野高専のあり方について 

―高専特別委員会からの提言を受けて― 

※2 

 

第６回 2009 年 91 月 30 日(金) 
長野高専の現状と課題 

―長野高専の高度化に向けて― 

※2 

 

第７回 2010 年 91 月 25 日(月) 
長野高専における教育の質の向上につ

いて 

※2 

 

第８回 2011 年 92 月 99 日(水) 長野高専の将来計画について 
※3 

 

第９回 2012 年 92 月 96 日(月) 
長野高専における地域社会との連携に

ついて 

※3 

 

第 10 回 2013 年 92 月 94 日(月) 長野高専の国際化について 
※3 

 

第 11 回 2014 年 97 月 97 日(月) 長野高専の中期ビジョンについて  

第 12 回 2016 年 92 月 91 日(月) 
長野高専における教育の改善に関する

取組みについて 
 

（※1：外部評価報告書第 2 報参照、※2：外部評価報告書第 3 報参照、※3 外部評価報

告書第 4 報） 

 

なお、2002 年 12 月 25 日(水)に、学校運営に係る現状と課題を検討事項として、

参与会の前身ともいえる外部評価委員会を開催した。（外部評価報告書第 1 報参照） 
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1．3．1 第 11 回参与会 

 

日時：2014 年 7 月 7 日（月） 13:30～16:00 

 

場所：長野工業高等専門学校第 1 会議室 

 

主な検討事項：長野高専の中期ビジョンについて 

 

出席者： 

＜参与＞ 

大 石 修 治［信州大学工学部長］（会長） 

中 村 天 昭［長野工業高等専門学校同窓会長］（副会長） 

近 藤   守［長野市教育委員会委員長］ 

上 原   卓 [長野県産業労働部ものづくり振興課参事兼課長] 

小根山 克 雄 [信越放送株式会社代表取締役社長]  

塚 田 牧 子［長野工業高等専門学校後援会会員］ 

堀 井 正 子 [文学研究者] 

 

＜長野高専＞： 

黒 田 孝 春［校長］ 

小 澤 志 朗［副校長（総務主事）］ 

戸 谷 順 信［副校長（教務主事）］ 

内 山 了 治［副校長（学生主事）］ 

永 藤 壽 宮［副校長（寮務主事）］ 

長 坂 明 彦［副校長（専攻科長）］ 

押 田 京 一［副校長（研究・地域連携担当）／地域共同テクノセンター長］ 

羽 田 義 昭［機械工学科学科長］ 

大 澤 幸 造［電気電子工学科学科長］ 

小 野 伸 幸［電子制御工学科学科長／技術教育センター長］ 

楡 井 雅 巳［電子情報工学科学科長／情報教育センター長］ 

遠 藤 典 男［環境都市工学科学科長］ 

奥 村 信 彦［一般科学科長／図書館長］ 

星     操［事務部長］ 

須 磨 宏 信［総務課長］ 

石 田 芳 邦［学生課長］ 

 

議事： 

1．開会 

須磨総務課長の進行により開会された。 
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2．校長あいさつ 

黒田校長から、開会に際してのあいさつに引き続き、本校の現状と課題について

説明があった。 

 

3．会長・副会長紹介 

  須磨総務課長から、会長及び副会長の紹介があった。 

 

4．自己紹介 

本校出席者の自己紹介に引き続き、各参与から自己紹介があった。 

 

5．配付資料確認 

須磨総務課長から、配付資料について確認があった。 

 

6．会長あいさつ 

大石会長から、議事進行に際してあいさつがあった。 

 

以下、参与会設置要項第 7 条第 1 項の規定により大石会長が議長となり、議事が進

行された。 

 

7．長野高専の中期ビジョンについて 

(1) 高専機構の中期ビジョンについて 

  黒田校長から、資料№1 に基づき、「今後の国立高専機構の中期ビジョンについ

て」以下のような説明があった。 

①高専機構の育成すべき人材像を明確にする。 

②全国の高専のスケールメリットを生かしたグローバル展開を考える。 

③能動的な学生の育成とアクティブラーニングの推進を考える。 

④特許取得と外部資金獲得を推進する。 

⑤学生のグローバル化及び国際交流を推進する。 

⑥経営の合理化を推進する。 

⑦社会連携を推進する。 

⑧男女共同参画の推進と女性教員の割合の増加を図る。 

 

(2) 高専機構の第 3 期中期目標・中期計画及び平成 26 年度計画について 

  黒田校長から、資料№2 に基づき、以下のような説明があった。 

①高専機構の中期ビジョンを基に、第 3 期中期目標・中期計画及び年度計画を策

定している。 

②今年度から第 3 期中期計画が開始される。 

 

(3) 長野高専の中期ビジョンについて 

  黒田校長から、資料№3 に基づき、資料のキーワードについて概要説明の後、戸

谷副校長から、ミッションについて以下のような説明があった。 
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①グローバリゼーションとイノベーションが重要と捉えている。 

②インターンシップを国内だけでなく、海外での実施も推進する。 

③KOALA を活用したアクティブラーニングを推進する。 

④本科の 4 年、5 年生に対して学修単位科目を導入する。 

 

  押田副校長から、以下のような説明があった。 

①長岡技術科学大学、豊橋技術科学大学等の学生と教員の交流を推進する。 

②信州大学と施設の共同利用等について連携を推進する。 

 

  永藤副校長から、寮内における学習支援体制について以下のような説明があった。 

①高学年学生による低学年の学習サポートを実施している。 

②英語啓発セミナーを実施している。 

③グローバル化教育として JICA などで活躍する卒業生の講話を実施している。 

④アクティブラーニングを推進する。 

 

長坂副校長から、専攻科の教育について以下のような説明があった。 

①特別研究を活性化する。 

②長期インターンシップを国内だけでなく、海外にも学生を派遣して実施する。 

③特別研究発表会を一般公開で実施する。 

 

  小澤副校長から、国際交流について、以下のような説明があった。 

①本校の留学生の状況の説明があった。 

②本校学生の短期（1 か月未満）と長期（1 か月以上）の海外派遣の状況の説明  

があった。 

③本校が主催した国際会議の説明があった。 

 

  須磨総務課長から、ガバナンス、マネジメントについて以下のような説明があっ

た。 

①高専機構の取り組んでいる業務の効率化に本校も積極的に対応している。 

②集約化や合理化を検討している。 

 

  押田副校長から、社会連携・地域連携について以下のような説明があった。 

①「産学連携シーズ集」を作成して外部に公表している。 

②「地域共同テクノセンター報告書」を公表して社会のニーズに合わせて展開し 

ている。 

③企業との共同研究、外部資金の獲得を図っていきたい。 

 

黒田校長から、国際化の推進について、留学生の受入れと、学生の派遣の双方向

で推進していく必要があることの説明があった。また、人事交流について、グロー

バル化を図るためにも、教員も本校にいるだけでなく、国内外へ出て行く必要があ

ることを説明された。 
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さらに、年度計画について、資料№4 及び資料№5 に基づき、説明があった。 

 

(4) 質疑応答・意見交換 

  以下のような質疑応答がなされた。 

●大石会長：アクティブラーニングについて、学生に自由な時間を持たせたいと言

う意味かと考えられる。一方で、小学校、中学校のゆとり教育も依然あった。こ

れとの関連はどうなのか。 

○戸谷副校長：演習を重要と考えて、授業へ取り入れている。 

○黒田校長：重要な科目をコアとして押さえながら、勉強する自由度を広げたい。 

 

●近藤参与：アクティブラーニングについて、義務教育では、問題解決型学習や体

験型学習などを実施しているが、高専ほどには追いついていない。長野高専では、

基礎学力の上に何を、どの程度、上乗せしようとしているのか。 

○戸谷副校長：高専全体に「モデルコアカリキュラム」が定められており、最低限

クリアしなければならない内容を定義している。その上に、高専ごとに特徴づけ

るような教育をしている。長野高専では、インターンシップや国際交流などが特

徴になっていくのではないか。 

 

●近藤参与：留学生に対する奨学金については、どうなっているのか。 

○永藤副校長：国費の留学生、マレーシア政府派遣の留学生は、毎月 12 万円から

13 万円の奨学金がある。私費の留学生については、一部の学生が、学生支援機構

からの少しの奨学金があるだけで、全体として苦しい。そこで、アルバイトをし

ている。しかし、試験の 2、3 週間前はアルバイトもやめて勉強に励んでいる。 

 

●上原参与：卒業生のうち、県内企業へ就職するのか、県外企業に就職するのか。 

○内山副校長：本科の学生は、最近は県外の企業への就職が多くなっている。 

○長坂副校長：専攻科の学生は、県内企業への就職が多い。 

○中村副会長：高専を卒業して県内に就職する学生もいるが、大学を卒業して県内

企業に就職する学生がいる。 

 

●上原参与：インターンシップ先は、どのようなところに、どのくらいの期間で行

っているのか。 

○戸谷副校長：本科の 4 年生は、ほとんどが県内の企業に１週間から 2 週間行って

いる。 

 

●上原参与：県内企業とのマッチングする意味では、インターンシップは、非常に

良い手段だと思う。さらに経営者協会などとも連携してほしい。 

 

●上原参与：企業への技術支援について、例えば、測定分析機器はあるのか。 

○黒田校長：企業さんが技術振興会に入会されるとよいと考える。 
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●小根山参与：学生が県内の企業に就職してもらうために、企業は、インターンシ

ップに学生を積極的に受け入れて、就職につなげることが良いと思う。 

○押田副校長：現在、250 社程度が技術振興会に入会している。会員へのサービス

の内容は、検討している。会員を維持していくことは、結構大変であり、課題が

あるので、対応していきたい。 

 

●小根山参与：外部資金を継続的に獲得していく具体的方法は何か。 

○黒田校長：長野高専の特徴は、技術振興会であると考える。同窓会とのつながり

も強い。技術振興会では、新入社員や新しい技術を身につけたい社員の方にいろ

いろな講座を開催している。さらに、新しいサービス内容について、会員のお知

恵をお借りしたい。 

また、外部資金は、科学研究費が一番の外部資金である。科学研究費の獲得を

増やしたい。また、企業との共同研究を推進したい。 

 

●小根山参与：海外インターンシップでの経費はどうなっているのか。 

○戸谷副校長：日本学生支援機構から奨学金として、月に 6 万円程度をいただいて

いる。インターンシップ先の企業から食費程度を補助していただいている。短期の

海外研修は、基本的に自己負担である。ただし、10 万円未満になるようにしている。 

 

●中村副会長：技術振興会については、企業のメリットと学校のメリットが、Win-

Win の関係になることを望む。 

 

●塚田参与：自分の子供が、高専―技大、高専―専攻科で学んで、就職したが、全

員とも企業で良くしてもらい、頑張っていることが分かり、高専に入って良かっ

たと思っている。 

 

●堀井参与：知識は古くなるものであり、知識の修得よりも、創造力や自律性を持

つことが重要に考えている。高専では、学んでいく方法論をどのように身につけ

させているのか。 

○黒田校長：それは、まさに、アクティブラーニングである。それを実現する方法

は、先生が学生に先生の後ろ姿を見せることが大事であると考えている。研究室

で先生が研究をどのようにやっているのかを見せることが重要であると考える。

そのために、先生たちが何かをしなくてはいけない。それが重要だと考えている。 

 

8．閉 会 

閉会に当たり、校長から謝辞が述べられ、須磨総務課長により閉会が宣言された。 
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1．3．2 第 12 回参与会 

 

日時：2016 年 2 月 1 日(月) 13:30～16:00 

 

場所：長野工業高等専門学校第 1 会議室 

 

主な検討事項：長野高専における教育の改善に関する取組みについて 

 

出席者： 

＜参与＞ 

半 田 志 郎 [信州大学工学部長]（会長） 

中 村 天 昭［長野工業高等専門学校同窓会長］（副会長） 

竹 内 裕 治［長野市教育委員会総務課長］ 

【近藤 守［長野市教育委員会委員長］の代理】 

倉 島   浩［長野県産業労働部ものづくり振興課課長補佐］ 

【 上原 卓 [長野県産業労働部ものづくり振興課参事兼課長]の代理】 

池 田   明 ［長野高専技術振興会会長／株式会社ミマキエンジニアリング 

代表取締役会長］ 

小根山 克 雄［信越放送株式会社代表取締役会長］ 

水 本 正 俊［一般社団法人長野県経営者協会参与］ 

山 岸 晴 美［長野工業高等専門学校後援会長野支部会員］ 

 

＜長野高専＞ 

黒 田 孝 春［校長］ 

小 澤 志 朗［副校長（総務主事）/第三者評価対応委員会委員長］ 

押 田 京 一［副校長（教務主事）］ 

永 藤 壽 宮［副校長（寮務主事）］ 

長 坂 明 彦［副校長（専攻科長）］ 

楡 井 雅 巳［副校長（研究・地域連携担当）／地域共同テクノセンター長］ 

戸 谷 順 信［機械工学科学科長］ 

大 澤 幸 造［電気電子工学科学科長］ 

堀 口 勝 三［電子制御工学科学科長／技術教育センター長］の代理 

荒 井 善 昭［電子情報工学科学科長］ 

遠 藤 典 男［環境都市工学科学科長］ 

小 林 茂 樹［一般科学科長／図書館長］ 

堀 内 泰 輔［情報教育センター長］ 

星     操［事務部長］ 

須 磨 宏 信［総務課長］ 

富 岡   裕［学生課長］ 
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議事： 

1．開会 

須磨総務課長の進行により開会された。 

 

2．校長あいさつ 

黒田校長から、高専を取り巻く状況について報告があった。引き続き、卒業生に

アンケートを実施し、その意見等を反映して改善に努める。分析を行っているが、

紹介させていただくのでご意見を賜りたい旨の依頼があった。 

また、学事暦とカリキュラムの改訂を進めており、社会人となったときにどのよ

うな力が必要か。いろいろな課題に向き合って、その中で課題を自ら解決し世界で

闘える人材を育てたいという想いで、見直している。将来に向けた率直な意見を賜

りたいとのあいさつがあった。 

 

3．会長・副会長紹介 

総務課長から、会長及び副会長の紹介があった。 

 

4．自己紹介 

本校出席者の自己紹介に続き、各参与から自己紹介があった。 

 

5．配付資料確認 

須磨総務課長から、配付資料の確認があった。 

 

6．会長あいさつ 

半田会長から、議事進行に際してのあいさつがあった。 

 

以下、参与会設置要項第 7 条第 1 項の規定により半田会長が議長となり、議事が進

行された。 

 

7．長野高専における教育の改善に関する取り組みについて 

(1) 卒業生のアンケートの集計結果について 

小澤副校長及び楡井副校長から、資料№1 について、以下のような説明があった。

引き続き以下の通り質疑応答があった。 

①卒業生アンケートを平成 27 年度に実施して結果が得られた。まだ、統計上の  

数値のみなので、今後、結果の分析を行う。 

②年代別に教育課程及び教育方法等も異なるため、結果については、年代によっ 

て異なることを考慮すべきである。 

 

●中村副会長：調査対象者の年齢は 27 歳から 59 歳だが、全体で何人ぐらいか、回

答者のうち、どの世代が多い、どの世代が少ないというようなデータはあるのか。 

○黒田校長：調査対象者は、対象とする卒業生の 5分の 1か 6分の 1ぐらいである。

回答者 275 名、回答率 30.6％と言う数字は、他高専のアンケートより回収率が良
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い。調査結果での最終学歴は、専攻科 3.3％、大学 12.4％だが、現在は、合せて

大体 50％ぐらいである。専攻科設置以前の方の回収数が多いのは、母数から当然

で、平均的にはそれぞれの学年での回答があったと思う。専攻科設置、大学編入

学制度創設等で母集団の違いがあるので、今後の集計・分析を待ちたい。 

 

●池田参与：どのように教育を改善するかという観点で見ると、過去を調べて未来

を知ることも大事であるが、これからはどういう時代が来るのか、これからどう

なるのか、こういうことが必要になると考えていくことが重要ではないか。今ま

で、高専は中堅技術者の養成学校であったので、生産技術あるいは製造技術とい

う作るプロセスの改善が主体だったのではないか。日本の独自商品、ブランド、

新しい市場、用途開発ということが重要ではないか。そういう観点がこのアンケ

ートから見えて来ないので、もう一つ、何かを追加して、それから教育の改善を

行う方が良いのではないか。 

○黒田校長：その点も含め、自由記述に期待している。卒業生が、自分の経験を振

り返って、今後、高専はどうあるべきかというご意見をいろいろといただいてい

るので、今後の分析を待ちたい。 

 

(2) 学事暦の変更及びカリキュラムの改訂について 

押田副校長から、資料№2 及び資料№3 に基づき、以下のような説明があった。引

き続き、以下のとおり質疑応答が行われた。 

①教育課程において、履修単位科目を減らし、学修単位科目を増加させた。 

②必修科目を可能な限り最低限必要な単位数とし、選択科目を増加させた。 

③アクティブラーニング（自主的学習）を目指して取り組んでいる。キャリアデ 

ザイン、キャリア演習、海外研修などを開設し、ルーブリック評価で行うこと

を検討した。 

 

●半田会長：30 時間 1単位のところを 2 単位化するということは、あと 1 単位分は

自分で勉強してもらうということになると思うが、教員の意識改革が必要ではな

いか。 

○押田副校長：やはり我々の意識改革が重要だと思う。これまで高専は、手とり足

とりやってきた部分があり、我々の意識を改革して、すぐに教えたり、回答を言

ったりせずに、間違ってもいいから、自分で考え解答を見つけさせるように意識

を変えないといけない。 

 

●小根山参与：キャリア教育とあるが、学生が自主的に学んで単位になるというこ

とは自主的な人材を育成するという意味でも大変良いと思う。キャリアデザイン、

キャリア演習、海外研修などでは、実習を行う大学、国などは想定しているのか。 

○押田副校長：シラバスに条件を明記するが、その条件に当てはまるものであれば、

形は問わないことにしたいと思っている。現在提携している学校以外の学校でも、

学生がレポートを書いて、担当の教員、または、取りまとめ教員が評価し、最後

に単位を認定するというようにしたい。 
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●小根山参与：海外研修というのは、一定の期間を指定するのか。例えば半年とか。 

○押田副校長：学修単位となり 30 時間を 1 単位とするので、例えば海外研修に 1 

週間行って 40 時間となる。1 年生から 5 年生まで、積み上げていき、単位になると

いうことになる。海外研修、海外インターンシップ、見学、学会出席などを全部対

象としたいと思っている。 

 

●半田会長：海外研修では、費用がかかるが、補助はあるのか。 

○小澤副校長：現状では、4 年生が台湾、香港に、専攻科生は台湾、タイに行って

いる。長期間の場合は、ここ数年では、日本学生支援機構（JASSO）から奨学金を

いただいているが、今年の専攻科生の 3 カ月の海外インターンシップでは、自費

でも参加したいという学生が数名いた。 

 

●半田会長：外国の大学は、海外からの留学生の受け入れに対してとても便宜を図

ってくれ、寮がかなり空いており、安価で泊まれるようになっている。それに引

きかえ、日本では、費用がかかるので、我々も寮をうまく整備しないと交流がで

きない。学生を派遣する方はいいけれど、留学生を迎えることができないという

部分が苦労している。 

○小澤副校長：長期海外インターンシップの際は、県内企業に海外の住居のことな

どを支援していただいている。 

 

●半田会長：海外に一度行った学生は、その後、すごく積極的になるということは、

よく見ているので、この取り組みというのはすばらしい。 

●中村副会長：キャリアデザインとキャリア演習というのは、具体的にどういうこ

とか。 

○押田副校長：キャリアデザインは、例えば、地域共同テクノセンターで出展して

いる産業展の見学、講演会の出席などである。キャリア演習はインターンシップ

が中心で、現在 4 年生しかインターンシップがないので、それ以外の学年でも単

位を与えようというものである。授業科目は多い方がいいと考えて、2 つに分け

てある。 

 

●中村副会長：キャリアデザイン、キャリア演習は、非常にいいことだと思う。難

しい点があると思うが、評価はきちんとした方が良い。 

○押田副校長：今年から既に少し違った形であるが始めている。「ルーブリック評

価」と言うのだが、評価項目をきちんと作り、担当教員がそれに従ってレポート

をきちんと評価をして単位を与えることになっている。 

○黒田校長：やりたいことは何かというと、やはり教える教育から自分で学ぶ教育

への転換のひとつで、こちらからテーマを与えずに、学生が何をやりたいのか、

自分で計画し、実行し、評価して、レポートにまとめるという一連の流れをさせ

て、それを教員が最終的に評価していく。場合によってはプレゼンみたいなこと

をやって総合評価でもいい。また、学生達が投票して点数をつけることもいいか
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と思う。 

 

●池田参与：そこで指導が入ると一番良いのではないか。我々も社長塾のようなこ

とをやっている。やはり、先ずは、やる気がないと駄目であるけれども、そこに

指導が入ると、結構いい成果が出る。教える側は、口を出し過ぎると駄目だが、

壁の乗り越え方を教えてあげないと駄目なので、そこら辺が勘どころだと思う。 

○黒田校長：継続できる方式を考えたい。 

 

●半田会長：信州大学では、プレゼンテーションを最後にやらせる。その中で、教

員に意見を言ってもらっているが、それが指導になっていると思う。 

●池田参与：途中で、指導を 1 回入れた方が良い。途中で入ると、そうか、こうい

うところに気をつけてやろうとなる。 

●半田会長：インターンシップでもそうだが、事前教育があって、最後に事後教育

ではないが、プレゼンテーションをやって議論すると、かなり効果的だと感じて

いる。 

●池田参与：学校では、プランニング力というのは教えていないから、それを学生

に自由にやらせると、未熟なプランニングの成果になり、それを教員が評価して

しまうというのは、何かもったいない気がする。 

 

(3) 質疑応答・意見交換 

半田会長から、これまでの説明及び報告等に対する意見並びに総括的な意見が求

められ、以下のとおり意見交換が行われた。 

 

●半田会長：アンケート調査から議論を進めたい。このアンケート調査は、かなり

評価が高いように思えるが、これはちょっと評価が低いというような部分があっ

たら、説明をお願いしたい。 

○小澤副校長：あまり熱心に取り組まなかったものとして、「人文社会系の一般教 

育科目」、「英語の学習」などが気になった。その裏返しで、もっと熱心に取り組

んでおけば良かったというところに表れているのではないか。 

高専在学中の生活に関して、肯定的なものはあったが、そうでないものは、「高専

を中退して他の学校等に進路変更しようと本気で考えた」、「授業、課題が多くて

大変だった」という内容が多かった。それから、中だるみである。本科でいうと、

2 年の後半から 3 年ぐらいであろうか。5 年間であり、高校であればスポーツでも

3 年間で成果を出さなければという気持ちになるが、その辺がネガティブな面で

ある。 

●半田会長：人文社会系の一般教育科目をもうちょっと勉強したかったということ

は、カリキュラムがかなり少ないということか。 

○小澤副校長：やや少ないかもしれないが、やはり苦手意識を持っている学生が多

いのではないか。 

●半田会長：最近、大学生もそういう傾向があり、一般教養で科目を指定しないと、

理系の学生は理系の科目ばかりとる。人文系の人生を考えるとか、そういったこ
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とはあまりやらない。これは受験勉強の影響ということも若干あるような気がす

る。 

●池田参与：一般教養は 5 年間のうちのどこかで履修すれば良いということにすれ

ば、高専で専門科目を勉強しに来たのに一般教養しかやらせてくれないのかとい

うこともない。卒業までに修得すればよいというのはいかがか。 

●半田会長：それはいい考えだ。実は、我々の大学もそれを施行した。 

 

●山岸参与：本校では、最近 TOEIC を受けるように勧めているが、就職、大学編入

学を問わず、TOEIC を受けることによって英語の学習意欲が高まるので、早期に

受けるよう指導をすると良いのではないか。 

●半田会長：TOEIC につては、大学の教育にも言えることで、信州大学工学部でも

1 年生から TOEIC を必修にしている。入学時に受験料を徴収し、1 年生及び 2 年

生と 2 回受けさせている。また、5 年間で修得すれば良いということは、大賛成

で、高年次になって履修する人文系の科目というのはすごく大事である。１年生

で履修する人文系の科目と、技術をある程度理解したうえで人文系の科目を履修

するというのは全然意味が違う。 

 

●小根山参与：アンケート結果では、専門書は読んだけれど、純文学は全然読まな

かった。教養書もほとんど読まなかったと回答がある。また、英語はもっと学習

すればよかった。今、学校へ通って資格を取ろうとしているという回答もある。

狭い世界にはまらない人間育成の部分で、校長も主体的に自分で考えて行動する

学生を育成したいと言われたが、期待をしたい。英語力があるから海外に出てい

けるという、非常に積極性のある人間が育っていくと思うので、是非そういう方

向にして欲しい。成績は優秀で、言われたことはやるけれど、自分からやろうと

しない学生が非常に多いので、その辺も含めてカリキュラムの変更をやっていた

だきたい。 

○黒田校長：学校要覧にも、一般科目の全学科共通のカリキュラムが掲載してある

が、意見をお聞きしながら、設計をやり直したいと思う。また、そういう問題は、

多分、アクティブラーニングが非常にふさわしい。グループ学習などで議論する

環境も作りやすい。語学教育では、現在、中国語、ハングルを行っているが、ス

ペイン語など他にもあり、テレビ、ラジオでもできる。資格試験もあり、やろう

と思えばできるので、本校で全部の語学を用意することもない。何が欠けている

のか、皆さんの客観的なご意見を頂きたい。 

 

●池田参与：そういう意味で、消耗品絡みのところが欲しい。機械を売った後に消

耗品がついてくる。化学などの知識がないと、売りっぱなしはなかなか難しい。

エクセレントカンパニーでは、大体、消耗品が売り上げの 3 割以上持っていると

いうことは、分析上明らかである。そうすると、化学が強い人がもう少し欲しい

という感じがする。 

●中村副会長：一般科目を見ると、生物、植物、昆虫など、信州大学理学部でやっ

ているような生物がない。5 年間の一般科目の選択科目中で選べるような道をつ
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けていただきたい。現在、トンボのような航空力学を考えて、こういうロボット

を考える場合に、やはり生物のことを知っていないと全然だめという考え方を持

っている。 

○黒田校長：まさに、今、昆虫がロボットのターゲットになっている。 

 

●倉島参与代理：専門性をいろいろな角度から学べる場というのは、必要である。

技術が深まれば深まるほど、わかりやすく伝達していく、プレゼンというよりノ

ウハウを若いうちから身に付けておくと、時と場合によってうまく使い分けでき

て良いのではないか。 

●半田会長：高専は、高校と短大が一緒になったところと捉えていたので、高校と

同様の授業科目があると思っていたが、ない科目がある。例えば生物は、選択で

ある。選択科目として入っていればいいと言えるが、選択科目が少し少ないと感

じる。先生の数も大変であろうから、簡単に全部入れるわけにはいかないとは思

うが、選択の幅を少し広げてはどうかという気がする。 

●水本参与：選択科目を増やすことは、先生がまた必要になるので難しい。高専と

いうのは、そもそも目的は何かということになると、絞らざるを得ない。 

●半田会長：絞らなくてはいけないことは感じるが、アクティブラーニング、ある

いは自主性があれば全て解決する。授業が、自主性を持つそのきっかけになれば

一番いい。また、そのバランスをうまくとっていただきたい。 

 

●池田参与：スマホの普及も関連があるのか。「ＩｏＴ」といわれるように、家庭の

中にも、風呂、湯沸かしなどもスマホでできるという時代になり、この辺もそろ

そろやらないといけない。 

●半田会長：なかなか大学でも難しい問題があり、最先端のことを教えようとする

と、基礎を教える部分が少なくなり、なかなかできない。「ＩｏＴ」の概念ぐらい

は教えなくてはいけない。 

○黒田校長：昨今、コンペ、コンテストが沢山ある。学生がそういうことに興味を

持てば、チャレンジしていける環境はある。昨年、学生が、手が不自由な方の器

具を開発し、福祉機器コンテストで賞を受賞している。 

●池田参与：ロボコンもいいが、次の何かを出てきてほしい。 

○小澤副校長：プログラミングコンテストもやっている。 

●池田参与：そういう意味では、両方兼ねたものがいい。そういう意味でのものづ

くりである。 

●半田会長：信州大学工学部は、電気電子工学科と情報工学科を一緒にし、電子情

報システム工学科とする。今、コンピュータだけ、回路だけでは駄目で、両方が

わかって両方できる人を指向した。 

●池田参与：センサー活用技術などが、相当発達しそうだ。 

●半田会長：どう作るかよりも、これから何を作るのかという点を見据えたが、な

かなか難しく、教育でできるものとできないものがある。良いと思ったことをや

るしかない。 

また、アクティブラーニングではないが、学生が未来を予測できるような学生に
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なって、これからはこれだと思ったら、そこに行けるような教育体系をとるのが

一番良い。 

 

●半田会長：次に学事暦とカリキュラムの改革について議論していきたい。9 月ま

で夏季休業を導入したのは、インターンシップ、海外研修がしやすくなるという

ことで、賛成なのであろう。学生が積極的に外に出ていき、インターンシップを

やるというためには、やはり仕掛けてやらないといけないという部分があると思

うが、どの程度、準備が進んでいるのか。 

○押田副校長：現在、計画しているところで、あまり準備が進んでいないが、学生

にはどんなことを行うか、簡単に書いてもらい、どのような指導、フォローが必

要なのかということを判断して振り分ける予定である。自分でできる人はもうや

ってもらうと考えている。 

 

●半田会長：寮は、夏季自主研修期間のところはどうか。 

○永藤副校長：寮は、9 月いっぱい準開寮ということで寮を開け、資格試験、ある

いは自主勉強、ゼミもできるように配慮する体制である。そのほか、カリキュラ

ムとは別であるが、寮独自に進路講演会、英語啓発セミナーなどを開催し、なる

べく寮生自身で取り組めるような機会を設けているところである。 

●半田会長：9 月から開寮（準開寮）か。 

○永藤副校長：そうである。8 月は改修工事を 3 週間程度行わなければならず、そ

の間は閉寮する。それ以外は寮を開ける形をとる。 

●半田会長：今までは、夏季休業中はほとんど閉寮しており、学校での活動を行う

には不便があったということで、9 月は開寮するので、自主的な活動ができると

いうことか。 

○永藤副校長：そういうことである。部活、ロボコン、プロコンなどいろいろな活

動ができる。 

○黒田校長：補足であるが、先ほど池田参与からお話があったが、ただ学生に任せ

るには学生も幼すぎる。やはり指導が必要だろうということで、自分でやりたい

こと、そして、自分で課題を発見することが一番大事であり、そういうトレーニ

ングは、いきなりやろうと思ってもできないので、例えば、来年度の 5 月の連休

においてやらせたい。そういう PDCA を自分の行動の中に生かし、プラスにする

ことは、技術者にとって必要な才能であり、社会人にとっても必要である。 

●池田参与：3 月の休業も長いのか。 

○黒田校長：今までも海外研修に利用していた。経費は、自費であるが、なるべく

負担を減らせるために、支援を受けられるように我々も努力する。 

 

●半田会長：長野高専は、アルバイトは禁止していないのか。 

○黒田校長：やはりマイナスの方向を考えてしまうので、許可制である。 

●半田会長：長野高専は許可するということか。 

○小澤副校長：実質、届出である。しかし、飲食業、特に上級生でも酒類を提供す

る業種は許可しない。長期休業でも難しいところがある。 



- 23 - 
 

○黒田校長：先ほど述べたように、年齢的にも、ただやるのではなく、その後に考

えさせたい。 

 

●水本参与：学校要覧には、英語コミュニケーション・スキルという授業科目の記

載があるが、日本語のコミュニケーション・スキルというのはないのか。 

●半田会長：コミュニケーション能力という話があり、これはなかなか大変である。 

○小澤副校長：高専では、やはり、上下関係、人間関係はやはり部活である。 

●半田会長：部活をやっている学生はどのくらいか。 

○小澤副校長：8 割ないし 9 割所属しているが、4、5 年になると忙しくなり、名前

だけになってしまう。部活のほか、学生会、学園祭の工嶺祭に関しては、アンケ

ートを見ても、よかった、いい勉強になったという回答である。学園祭は一生懸

命やっている。 

●半田会長：学園祭も一生懸命やると、いろいろ企画しなくてはいけないし、何人

も学生を使わないとできない。 

○小澤副校長：リスクも考えてやっているため、いろいろな勉強になる。 

●半田会長：高専生の方が、行動力があるのではないか。手を出してくれるという

部分では、高専生のほうがやってくれるかと思う。本日の議論を教育の改善に結

びつけていただきたい。 

 

8．閉会 

閉会に当たり、校長から謝辞が述べられ、須磨総務課長により閉会が宣言された。 
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2．参与会の提言を受けて 

第 11 回参与会（2014 年度）から第 12 回参与会（2015 年度）まで 2 回の会議を実

施し、参与の方々より本校の活動に対して非常に多くの貴重な意見及び提言を頂戴し

た。これら多くの意見を本校の教育研究活動等の改善に反映させていただいた。さら

に今後の教育改善に向けた重要な検討材料としても活用させていただく予定である。 

 

(1) 参与会の提言を受けて本校の運営に反映させた主な事例 

①平成 28 年度の教育課程において、学修単位制科目の増加を行った。高等専門学 

校設置基準第 17 条第 4 項第 1 号により、60 単位を超えないことになっているこ

とから、学科によって差はあるが、開設単位数がほぼ 60 単位に達している。 

②平成 28 年度の教育課程において、必修科目を減らし、学生の自主学習を促進す 

るため、選択科目を増やした。 

③平成 28 年度にアクティブラーニングを推進するために、高専機構より予算を獲

得し、専攻科棟の机及び椅子、セミナー室の机及び椅子の新規設置等により学習

環境を整えた。 

④平成 28 年度からの夏季休業中の自主研修を実施するため、寮を準閉寮とするこ

とにした。 

⑤国際交流のための学生派遣の支援のために、日本学生支援機構（JASSO）へ奨学金

の申請を行い、平成 27 年度、平成 28 年度に、派遣学生の奨学金を獲得できた。 

⑥平成 27 年度に、国際交流のための学生派遣の支援のために、文部科学省の「ト 

ビタテ！留学 JAPAN」へ奨学金を申請し、2 名の学生の奨学金を獲得できた。 

⑦平成 27 年度において、国際交流のための学生受入の支援のために、日本学生支 

援機構（JASSO）へ奨学金の申請を行った。現段階で、受入学生の奨学金を獲得で

きていない。 

⑧外部資金獲得において、平成 27 年度は、平成 25 年度に比較して約倍増の 20,383

千円をなった。 

⑨科学研究費補助金は、順調に獲得できており、共同研究は平成 26 年度の 5,664 千

円から平成 27 年の度には 9,861 千円に、受託研究は、平成 26 年度の 2,600 千円

から 6,663 千円に獲得額が増加している。 

 

(2) 参与会の提言に基づき今後検討すべき事項 

①アクティブラーニングの更なる充実について検討する。 

②夏季休業中の自主研修期間について実施方法を検討する。 

③キャリアデザイン、キャリア演習の更なる充実を検討する。 

④一般教養科目（人文系科目、化学・生物等の理科系科目）の充実を検討する。 

⑤更なる財源の確保を検討し、推進する。 

⑥学生の積極的姿勢を身につけるための方策を検討する。 

 

以上、平成 26 年度からの 2 回にわたり、「中期ビジョン」、「教育の改善に関する取

組み」に関する本校の活動報告として参与会の概要を報告したが、ご尽力いただいた
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参与の皆様に深く感謝を申し上げるとともに、本報告書をまとめるにあたりご協力を

いただいた教職員に感謝の意を表する。 

 

（外部評価報告書第５報執筆編集担当：副校長 戸谷順信） 
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第 11 回参与会配付資料（2014 年 7 月 7日） 

 

・長野工業高等専門学校参与会設置要項（添付省略） 

・第 11 回長野工業高等専門学校参与会次第 

・第 11 回長野工業高等専門学校参与会出席者名簿（添付省略） 

・第 11 回長野工業高等専門学校参与会座席表（添付省略） 

 

・長野高専の中期ビジョン関係 

資料№1 「今後の国立高専機構・中期ビジョンについて」 

資料№2 高専機構の第 3 期中期目標、第 3 期中期計画、平成 26年度計画 

資料№3 長野高専中期ビジョン＆用語集（高専機構中期ビジョンとの対比表） 

資料№4 長野高専の平成 26 年度計画 

資料№5 高専機構の第 3 期中期目標・中期計画、高専機構 26 年度計画及び長野高専 26年

度計画の対比表 

 

・冊子 

○ 学校要覧 2014 年版 

○ 入学案内 2015 年版 

○ 産学連携研究シーズ一覧 2014 年版 

○ 地域共同テクノセンター報告書（平成 25 年度） 

○ 学園だより 159 号 

○ 長野高専創立 50 周年記念事業実施報告書 
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第 11 回長野工業高等専門学校参与会 

≪次 第≫ 

 

日 時  平成 26 年 7 月 7 日（月） 13:30～16:00 

 

会 場  長野工業高等専門学校 第 1 会議室 

 

次 第 

1．開会 

2．校長あいさつ 

3．会長・副会長紹介 

4．自己紹介 

5．配付資料確認 

6．会長あいさつ 

7．参与会 テーマ：「長野高専の中期ビジョンについて」 

(1）高専機構の中期ビジョンについて 

(2）高専機構の第 3 期中期目標・中期計画及び平成 26 年度計画について 

(3）長野高専の中期ビジョンについて 

(4) 質疑応答・意見交換 

8．閉会 
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第 12 回参与会配付資料（2016 年 2 月 1日） 

 

・長野工業高等専門学校参与会設置要項（添付省略） 

・第 12 回長野工業高等専門学校参与会次第 

・第 12 回長野工業高等専門学校参与会出席者名簿（添付省略） 

・第 12 回長野工業高等専門学校参与会座席表（添付省略） 

 

・長野高専における教育の改善に関する取組み関係 

資料№1 卒業生アンケートの集計結果 

資料№2 学事暦 

資料№3 教育課程一覧表 

 

・冊子 

○ 学校要覧（2015 年版）（添付省略） 

○ 入学案内（2016 年版）（添付省略） 

○ 産学連携研究シーズ一覧（2015 年版）（添付省略） 

○ 地域共同テクノセンター報告書（平成 26 年度版）（添付省略） 

○ 学園だより（165 号）（添付省略） 

○ 「KOSEN 発“ｲﾉﾍﾞｰﾃｨﾌﾞ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ”ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」活動報告書（平成 24～26 年度）

（添付省略）  
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第 12 回長野工業高等専門学校参与会 

≪次 第≫ 

 

日 時  平成 28 年 2 月 1 日（月） 13:30～16:00 

 

会 場  長野工業高等専門学校 第一会議室 

 

次 第 

1．開会 

2．校長あいさつ 

3．会長・副会長紹介 

4．自己紹介 

5．配付資料確認 

6．会長あいさつ 

7．参与会 テーマ：「長野高専における教育の改善に関する取組みについて」 

1） 卒業生アンケートの集計結果について 

2） 学事暦の変更について 

3） カリキュラムの改訂について 

4) 質疑応答・意見交換 

8．閉会 
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